
市出資法人団体自己評価報告書 

令和 ８年 ６月 22日 

伊賀市長 稲森 稔尚 様 

 

所 在 地 三重県伊賀市ゆめが丘七丁目７番地の１ 

法 人 名 伊賀森林組合 

代表者氏名 代表理事組合長 村上 靖尚 

 

伊賀市の出資法人への関わり方の基本事項を定める条例第４条第１項の規定により、次

のとおり報告します。 

区  分 経 営 評 価 結 果 の 概 要 

出 

資 

法 

人 

目  的 

森林組合法に定める団体であり、社会要請に応じた目的を持ち事業を行って

いる。森林組合は森林の保続培養、生産力増進を図り国民経済の発展に貢献する

ことを目的としており、伊賀市と緊密に連携し、森林整備を通じた自然資源の保

全と持続可能な林業とまちづくりに取り組んでいる。 

事  業 

集約化施業の推進を中心に伊賀市の森林整備と林業振興に寄与している。こ

の取組みによる協定林は、市の人工林の約 22％にあたる約 4,200ha にのぼり、

森林経営管理制度と相まって条件不利地における森林整備推進や林業適地にお

ける生産性を高めた林業経営の取組みの中心的役割を果たしている。 

また、未来の山づくり推進課と森林・林業に関わるさまざまな事業において連

携し、協力体制を築いている。 

経営計画 

地域森林の適切な利用・保全と林業経営の更なる発展に向けて、令和 12年度

を終期とした「伊賀森林組合ビジョン 2030」を策定し、令和７年度の目標を達

成した。さらに数値目標の見直しを行い、人員計画の変更及び林業技能士の育成

を追加した。なお、この計画では、伊賀市と連携した地域森林管理体制の確立や

森林経営管理制度の円滑な推進における伊賀市への積極的な協力などが定めら

れている。 

経営状況 

財務基盤の強靭化と事業の拡大により収益を増加させ、平成 29年度をもって

賦課金制度を廃止した。 

16期連続の黒字決算、自己資本比率 85％となっており安定した経営が続いて

いる。 

備考 

１ 「経営評価結果の概要」欄には、伊賀市の出資法人への関わり方の基本的事項を定

める条例施行規則第３条の規定により、自ら点検、検証等を行った評価の結果（以下

「団体自己評価」という。）の概要を記載してください。 

２ 次の書類を添付してください。 

(１) 団体自己評価 

(２) 収支決算書又は損益計算書及び貸借対照表 

(３) その他市長が必要と認める書類 

担当者連絡先 

氏 名 増田 基宏 

所 属 名 伊賀森林組合 総務課 

電話/電子メール 0595-24-4884 / masuda-m@igasinrin.jp 

 


